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研究成果の概要（和文）：現在広く用いられているアルファベットの音名表記法は、音楽を成り立たせる音組織
構造を明示するものであるが、その成立過程については未だ不明瞭な部分が多い。本研究では、アルファベット
音名表記の成立期に著されたフクバルドゥスの『音楽論Musica』を中心に、そこでの音名表記法と音組織構造の
関連性について、特に豊富に配された図表を精査することにより、アルファベット音名表記の成立を考える上で
は、オクターヴ枠の音組織構造とテトラコルドとの関係性が重要であること、及び音組織構造における上行下行
といった音の向きに注目する必要があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The alphabetical notation specifies the relationship of sounds within the 
octave framework and identifies the characteristics of the sound organization that composes music, 
and the process of establishing the A-G system notation still remains obscure. In this study, 
focusing on the relationship between the establishment of the alphabetical notation and the 
structure of scale, many charts and illustrations of Hucbald's Musica are scrutinized to show the 
significance of the relationship between the octave framework and the tetrachord structure and of 
the direction of the ascending and descending sounds in the scale structure for clarifying the 
establishment　of the alphabetical notation.

研究分野： 音楽学

キーワード： 文字譜　音名表記法　音組織構造　テトラコルド　フクバルドゥス　ムジカ・エンキリアディス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アルファベットによる音名表記は、音楽について分析的に語る際に非常に重要なツールであるにもかかわらず、
その成立については曖昧なままとなっている。本研究では、その成立に関して、7音の異なる音を含んだオクタ
ーヴ構造と4音のテトラコルド構造の関係性が重要であること、そして音組織構造については、これまであまり
注目されることがなかった上行下行といった音の向きを含めて考える必要があることを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 所謂音階は、音楽を構成する楽音を順に並べた音組織である。音楽について、特に具体的な音
楽構造について論じるためには、音楽を構成する諸音と、その関係性を明らかにしながら語る必
要がある。ひとつひとつの音には名前が与えられ、それを利用することによって、われわれは音
楽を言葉で共有することが可能になる。そうした音楽を構成する楽音の名前として、今日最も一
般的なもののひとつが、アルファベットの文字を利用した音名表記である。基本的に A から G
までの 7 文字を循環させながら、音階を構成する諸音が名付けられている様子からは、音楽を構
成する楽音がオクターヴの枠組みで繰り返され、このオクターヴには 7 音が含まれていること
がわかる。アルファベットの音名表記は、われわれの周囲にある多くの音楽を構成する基本的な
音組織構造を映し出すものとなっている。 
 しかし、このようなアルファベットを利用した音名表記法がどのように確立したのか、その成
立過程は必ずしも明確であるとは言い難い。アルファベットなどの文字を利用した音名表記は、
中世ヨーロッパの音楽理論書の中で徐々に確立していく様子が見られ、R. L. Crocker（1979）や
A. C. Santosuosso（1989）らの研究において、音名としてのアルファベットの利用に関し、記譜
法の展開過程とも関連付けられながら、その変化の様子が跡づけられている。アルファベットが
音名として用いられはじめる様子は、古代ギリシャの音楽理論を中世に伝えた著作のひとつと
して重要なボエティウスの『音楽教程 De instituione musica』（6 世紀初頭）に見ることが可能で
あり、その後の音楽理論の中で、音の関係性、音組織を説明するために音名表記のひとつの方法
としてアルファベット表記が利用されることになる。また、ネウマ譜等の旋律の記譜においても、
音程関係を明示するための記号として、アルファベット等の音高表記は重要である。なぜなら、
音楽を構成するオクターヴ枠の音組織において、7 つの音は等間隔に並ぶのではなく、全音の幅
のある部分と、半音しか差のない部分とが混在し、どこに半音が置かれることになるのか、とい
う問題は、音楽理論書においては聖歌の旋律を特徴付ける旋法について論じるためには非常に
重要なポイントであり、旋律の記譜においては、音程を少しでも正確に表記するためのツールと
して利用されるようになるからである。そうした点に照らすと、アルファベットの音名において、
A の文字は音階の中でなぜこの位置にあるのか、つまり B と C、そして E と F の間に半音が来
るような形での配置はどのような過程で固定化されていったのかは、音組織構造を考える上で
非常に重要であるにもかかわらず、ほとんど明らかにされていない。Crocker や Santosuosso らの
研究以降、アルファベットの音名表記の成立過程を扱った研究には目が向けられてこなかった
のが現状である。その一方で、アルファベット音名はその成立経緯を問われないまま、西洋以外
の様々な地域の音楽や、その音階構造を比較して論じるためのツールとして、現在も利用され続
けている（Rechberger 2003; Milne 2005）。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アルファベットの音名表記法が、どのような過程で現在用いられているよう
なオクターヴ枠の音組織構造を示すものとして用いられるに到ったのか、その過程に光をあて
ることにある。前述したボエティウスの『音楽教程』は、アルファベットの音名表記を用いた最
も古い例として重要であるが、ここで論じられるのは中世の自由学芸七科の中の数学的学問と
しての音楽であり、思弁的な傾向が強い。中世の音楽実践の中で活かすことを目的とした音楽理
論書として最初に注目されるのは、アウレリアヌス・レオメンシスの『音楽論 Musica disciplina』
だが、ここでは音名表記としてアルファベットが登場することはない。アルファベットの音名表
記は、11 世紀初頭のグイド・ダレッツォによる『ミクロログス Micrologus』に到ると、聖歌で用
いられる音を説明するために当然のものとして利用されるが、音組織構造そのものとアルファ
ベットの位置関係はすでに確立したものとして用いられている。アルファベットは基本的に 7 文
字が使用され、オクターヴの枠での循環も行われている。そこで、本研究が特に注目するのがフ
クバルドゥスの『音楽論 Musica』（9 世紀後半）である。この論考は、ボエティウスを典拠とし
ながらアルファベットによる音名表記を示唆した最初の理論書と言える。ただし、フクバルドゥ
スが「音の名前」としてテクストの中で多用するのは、実はアルファベットではなく、ボエティ
ウス等の伝える古代の音楽理論から引き継いだギリシャ音名である。アルファベットが用いら
れるのは、音組織構造を図示した図表の中に書き込まれた形である。こうした図版では、アルフ
ァベットの表記とギリシャ音名とが対照されており、両者の関係性を探ることから、音組織構造
の捉え方と、そこでの音の名付けられ方を明らかにしていくことができよう。しかも、フクバル
ドゥスの『音楽論』では、アルファベットをオクターヴで循環させずに用いることが多く、A の
文字が置かれる開始位置も一定していない。こうした状況については、すでに Crocker らの研究
でも指摘されているところではあるが、音組織構造と音名表記との関係性について、特にギリシ
ャ音名の示唆する 4 音からなるテトラコルド構造との関わりを見ることは、中世の音楽理論に
おいて重視された聖歌の旋法を考える上でも重要である。特に、フクバルドゥスの場合、4 音の
テトラコルド構造をギリシャの音楽理論から継承しつつ、教会旋法理論に適合させるために変
形させており、音の並びをどのように組織化するか、音組織構造に対する意識が明確に現れてい
る。そこで、本研究ではフクバルドゥスの『音楽論』における音組織構造と音名表記の関係を整
理し、アルファベット音名表記法の成立期において、音の名前から音組織構造がどのように考え
られていたのかを明らかにすることを目指す。 
 



３．研究の方法 
 フクバルドゥスの『音楽論』において、アルファベットの音名表記は基本的に図版に書き込ま
れたものとなる。従って、本研究ではこれらの図版を詳細に検討することで、音組織構造とアル
ファベット音名との関係性を考える糸口を掴むこととした。『音楽論』は、ほぼ完全な形で 9 つ
の写本に現存する（一次資料参照）が、それらにおける図表の用いられ方には、相当の差異が認
められる。アルファベット音名の書き入れられ方についても様々である。フクバルドゥスの『音
楽論』については、Y. Chartier（1995）による研究において、ラテン語の校訂も行われているが、
図版については詳細な比較が行われないままとなっている。本研究では、写本の相互関係にも配
慮しつつ、それぞれの図版の比較を徹底して行った。さらに、フクバルドゥスの『音楽論』と成
立時期が近い、作者不詳の『ムジカ・エンキリアディス Musica enchiriadis』『スコリカ・エンキ
リアディス Scolica enchiriadis』での図版にも注目した。これらエンキリアディス論文も、アルフ
ァベット音名表記の成立を考える上で Crocker、Santosuosso らの注視する資料だが、アルファベ
ットの音名表記を体系立てて説明することはなく、ここで重視されるのは 4 音のまとまりを基
礎としたダジア記号による音表記である。音組織構造と音名との関係性を探る上でも、重要な資
料であることから、フクバルドゥスの『音楽論』の図版だけではなく、エンキリアディス論文で
の図版も比較対象として検証し、アルファベット音名表記と音組織との関係性に光をあてる。 
 
４．研究成果 
 フクバルドゥスの『音楽論』は、聖歌の旋律を構成する音と、音程関係、それぞれの音が全体
としてどのような音組織の中に位置づけられるものであるのか、そして最終的にそうした音組
織の中で成立する聖歌の旋法について説明するものとなっている。実際の聖歌を例にあげなが
ら、当時の音楽の実際の有り様を出発点とするのが、この論考の説明の進め方のひとつの特徴と
言える。実際の様子を確認しながら、そこに古代ギリシャの理論から継承した音組織構造や音名
表記法を当てはめ、現実の音楽を論理的に把握することを目指している。ここで援用されるギリ
シャの理論は、それ自体を理解することが目的なのではなく、9 世紀当時の音楽実践を理解する
ためのツールとして利用されるものであるため、意識的に変形される場合もある。それを明確に
示すのが、15 音の音組織構造をテトラコルド枠に説明する部分であり、ここでフクバルドゥス
はギリシャの音組織の中では単独の最低音として設置されるプロスランバノメノスを、上行す
る 2 つのオクターヴの並びの最後の付加音、つまりテトラコルド枠からはみ出した単独音とし
て設置される音の説明に利用している。この過程で、ギリシャの理論で登場していたテトラコル
ド枠（全音‑全音‑半音の音程関係で下行する）は、聖歌の各旋法を特徴付ける 4 つの終止音の音
程関係（全音‑半音‑全音というシンメトリックな 4 音）に変換される。このような変形の過程
で、4 音のテトラコルドと、オクターヴの枠組の関係性が重要な役割を果たしている。こうした、
2 つの音のセットの枠組と同時に、もうひとつ注目されるのが音の並びの方向性である。フクバ
ルドゥスが最低音を占めるプロスランバノメノスの単独音としての役割を、最高音に転換する
ときに行ったのは、音を意識的に上行での並びと下行での並びとに分けて考えることであった。
上行、下行の向きを転換することによって、音組織構造の捉え方に新しい秩序を取り入れたこと
になる。本研究において、『音楽論』を中心にアルファベットの音名表記の成立へ向けた動きを
探る中で、特に注目すべき点としてあぶり出されたのが、この 2 点である。 
（１）テトラコルド構造とオクターヴ枠 
 フクバルドゥスは、聖歌を構成する音を並べた音階を組織的に説明するために、全音もしくは
半音関係で隣接する音の並びを、4 度枠のテトラコルドを重ねた形で提示する。ギリシャの音楽
理論でのテトラコルドは、先述の通り全音‑全音‑半音と下行する形をとるが、これを配置するに
あたって、初めはギリシャの理論に沿うように下行する音階の形でテトラコルド 4 つと単独最
低音による 15 音を配置する。その後敢えてこれを上行形でも図示する。そしてこの同じ上行形
に関し、先の下行形のように最後に単独音を付加することで、4 つのテトラコルドを全音‑半音‑
全音の形に変形してしまう。このテトラコルドこそ、教会旋法で重視される 4 つの終止音、d 音、
e 音、f 音、g 音であるが、この同じ音程関係は、現行のアルファベット音名の最初の 4 音 a 音、
b 音、c 音、d 音と同じ形でもある。アルファベットの最初の文字が、この位置関係に置かれて
いることの意義を考えるときに、やはりテトラコルド構造は無視できないだろう。また、フクバ
ルドゥスはテトラコルド 4 つと単独最低音による 15 音の大完全音組織だけではなく、テトラコ
ルド 3 つすべてコンジャンクトで配置した小完全音組織にも触れており、これによって b フラ
ット音を音組織の中に組み込むことも行っている。ただし、このテトラコルドの変形を行う際に
はアルファベットの文字表記が図に書き込まれないまま、ネウマ譜を利用した書き方をしてい
る。その後、音を個別に同定しながら説明する際にはギリシャ音名を導入するため、変形したテ
トラコルドではなく、ギリシャの理論のテトラコルドにもどって論を進めざるを得ず、旋法理論
の基礎となるテトラコルドとの乖離が起こってしまう。旋法理論と関わりの深い中央に半音を
もつシンメトリックなテトラコルドは、エンキリアディス論文において、音組織を説明する際に
基礎となるユニットであり、ここに 4 つのダジア記号を当てはめて、音組織全体を表示してい
る。エンキリアディス論文の場合には、このテトラコルドを常にディスジャンクトの関係、すな
わち全音隔たった形で配置するため、オクターヴの同一性が担保できない部分が登場し、オクタ
ーヴの同一性を示すためにアルファベット音名が利用される場合が出てくる。ただし、こうした
アルファベット音名の表記のあり方には、写本毎の図表のあり方に相当の差異が生じている。そ



うした差異を考えるときに、アルファベットとの関係性の点で、音の向きは重要な要素となる。 
（２）音組織における音の向きと図表の位置関係 
 フクバルドゥスの『音楽論』では、テトラコルド構造の変形を図る際に音組織での音の上行、
下行を繰り返す手法をとった。この部分に限らず、音程関係について論じる際もつねに音は上行
と下行とがセットで説明されることが多い。音組織の構成音は、基本的に上行する形で意識され
ているのか、下行する形で意識されているのか、アルファベットと音の並びをどのように関連付
けるのかを考える際には、これは無視できない問題である。音組織の構成音を図示する際には、
音をどのような向きで配置するのか、実は写本毎の差異は非常に大きい。同じ 15 音の配置でも、
音名を左から右に向けて配置することもあれば、縦に下から上へと配置する場合も見られる。さ
らに、下から上に向けて書かれたものを横向きに配置するなど、ページ上にどのように配置する
かで、アルファベットがふられる場合の書き方にも差が見られる。『音楽論』の場合には、アル
ファベットは下から上に上行する形で順に振られているが、これを図示するときに図が縦に音
を並べるものであるときには、基本的に紙の上での上下関係は、実際の音の上下関係と等しく、
アルファベットは下から上に向かって、文章の進む順とは逆向きに書かれている。ただし、たと
えばギリシャの音組織にそって音の名前を下から順に文章の中で述べていく場合、低い音から
高い音に向かってページ上は上から下に音の名前が挙げられることになる。この場合、文章の中
で順に書かれた音名を、表の形にまとめ直すと、音高の上下関係と図の中での音名の上下関係は
逆転することになる。さらに、エンキリアディス論文の場合を見ると、音組織の図において音の
並びは下から上に音が並ぶのに対して、それぞれの音に上から順にアルファベットを当てはめ
ていく場合、高い音から低い音に向かって A、B、C…と音が並び、下行形でアルファベットが
つけられる様子も見られる。写本のページ上での上下関係と、音を順番に述べていく際のテキス
トでの現れなどが複雑に絡み合う中で、「音の上下関係」と「音の進む向き」は、アルファベッ
ト音名の配置のあり方と直接関わるものであり、『音楽論』におけるアルファベットがほとんど
常に下から上行する形でつけられているのに対し、エンキリアディス論文では齟齬が生じてい
る。この時期の音名表記法としてのアルファベットのあり方を考える上で、こうした図の上での
上下関係と、音との高さの上下関係、音の並びの向きについては、ほとんど指摘されることがな
かったが、音組織のあり方そのものに決定的な意味を持つものと言える。 
 以上、フクバルドゥスの『音楽論』と、それと比較する形でのエンキリアディス論文でのアル
ファベットの状況の整理から、アルファベット音名の成立を考える際には、音組織での音の向き
についての再考が必要となる。今後は特にフクバルドゥスが典拠としてボエティウスにおける
音組織の図示について、比較検討が求められると同時に、可能であれば非ヨーロッパ圏の音組織
も視野に入れながら、音組織での音の向きを、より広い枠組の中で整理することにより、音名の
示す音組織構造にさらに光をあてることを目指す。 
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